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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人

福祉センター（夕凪２-５-２２），弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センター（弁天１-２-２-700），銭湯（朝日湯除

く），港区在宅サービスセンターひまわり（弁天２-１５-１），築港地域在宅サービスステーション（築港

２-４-１６），港スポーツセンター（田中３-１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波除６

-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６） 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★出た！と思たらもう決まり。行政苦心のプラ

ンも、これでは区民のものになりません。｢区画

整理記念事業」計画案が懸案を抱えたまま１カ

月で区民の手を離れて市会へ(１頁)。焼け野原

から水害に強い街を造り上げた戦後港区の歴

史を次世代へ継承するためにも､充分な周知

と論議が必要です。それを求める区民の声(１５

頁)や、煽りで医療不安を募らせる築港住民の

取り組み(１６頁)も、併せてご覧下さい。 

★｢生きている事に感謝｣｢教師になって教え

る喜びを｣｢多様性受け入れる社会に｣―。毎年

のことながら、心洗われるのが新成人インタビ

ュー(２５頁)。社会に､人生に､それぞれの言葉

で夢と希望を語る姿が眩しく、こちとらをもウ

ン十年前へと若返らせてくれました、ハイ。 

★そんな若者に負けてられるかい！と元若者

パワーも健在。鰹節業界の発展に尽くした山

中さん（３０頁）。故郷を熱く語るのは九州男児・

矢野さん(３２頁)。卒寿を超えて戦争体験を語

る杉原さん（４４頁）。同じく超卒寿の久美子さ

んは港区版おしん（４０頁）。ま、負けそう。 

★新年は港区でもやっぱ伝統行事が目白押し。

神社を舞台に武道奉納（３４頁）に書き初め（３９

頁）に、商店街では豆まき（４６頁）が、さらには

踊りの競演（４２頁）も。日本人であることに改

めて誇りと喜びが湧き上がる取材でした。 
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